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X線吸収分光

　自社で製膜したインバータープラズマ電源方式によるダイヤモンドライクカーボン膜について、
BL05Bにおいて、全電子収量法を用いて炭素原子 K吸収端近傍微細構造（NEXAFS）を測定し
た。得られたスペクトルの形状はDLC膜と一致し、DLC膜が製膜されていることが立証された。

　自社製造のダイヤモンドライクカーボン(DLC)膜の構造特性をX線吸収分光によって明らかにす
る。

　BL05Bにおいて、全電子収量法を用いて炭素原子 K端の吸収端近傍微細構造（NEXAFS）を測
定した。本試料はその用途のために絶縁性の物質にコーティグされる。そのため、通常全電子収
量法測定で行っている導電性テープによる固定では全く試料電流を取ることができず、スペクト
ルの測定ができなかった。そこで、種々の試行と工夫を行い、最終的に表面皮膜と試料ホルダー
の短絡を設けてスペクトル測定に成功した。

　トライアルユース測定において、絶縁物上に製膜した皮膜の固定方法・測定方法が確立できた
ので、今後は製膜条件を変えて構造解析を行い、最適な製膜条件を見出すことを検討する。
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　上記工夫により、NEXAFSスペクトルの測定に成功した。得られたスペクトルは鋭いπ ピークと
ブロードなσ ピークというDLC膜特有の形状を示し、本社製膜装置で製膜された炭素系薄膜が
DLC膜であることがあきらかとなった。
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